平成２２年度第１回広島県男女共同参画審議会会議録

１　日　　時　　平成２２年６月３日（木）１０：００～１２：００

２　場　　所　　県庁北館２階第１会議室

３　出席委員　　岡田委員，川瀨委員，繁政委員，島田委員，武井委員，寺本委員，中野委員，

３　出席委員　　野原委員，松尾委員
４　議　　題　　（１）広島県男女共同参画基本計画（第３次）について
４　議　　題　　（２）広島県男女共同参画基本計画（第２次）の検証について
４　議　　題　　（３）広島県男女共同参画基本計画（第３次）に盛り込むべき事項について
５　担当部署　　広島県環境県民局総務管理部人権男女共同参画課　男女共同参画推進グループ

　　　　　　　　電話　０８２－５１３－２７４６（ダイヤルイン）

６　会議の内容
（１）開会

ア　出席者数の確認
　　委員総数１０人に対し出席委員は９人で広島県男女共同参画審議会規則第３条第３項に定

める過半数を満たしていることを事務局から報告。
イ　委員紹介

ウ　諮問

　　笹岡総務管理部長が諮問書を会長に手交。
エ　会長あいさつ

オ　会議署名者の指名

　広島県男女共同参画審議会運営要領第３条第２項の規定に基づき，会長が松尾委員を第１回
審議会会議録の署名者に指名。
（２）議事

　ア　【議題】（１）広島県男女共同参画基本計画（第３次）について
○　事務局から資料１及び資料２について説明。
　　○　次の事項について確認した。

①　答申までのスケジュール
　・　事務局（案）のとおり進める。
　　　②　検討部会の設置及び作業内容

・　作業の円滑化を図るため，検討部会を設置する。

　　　③　検討部会メンバーの選任

・　次のとおり会長から提案され，決定した。

　会長，島田委員，武井委員，寺本委員，野原委員

　　　④　具体的施策の推進期間

・　5年間（平成23年度～平成27年度）とする。

　ただし，社会情勢の急激な変化等見直しの必要性が生じれば，その都度対応する。

　イ　【議題】（２）今後の男女共同参画に関する施策等について及び【議題】（３）広島県男女共同参画基本計画（第３次）に盛り込むべき事項について

　　○　事務局から資料３～資料５について説明

　　（主な意見等）
（委員）
○　幼稚園でも保育園でも名前を呼ばれるのを見ると，全部男の子からに戻っている状況がある。小学校でも，中学校でも，あ行からとか生年月日とかの混合名簿だったのが，また元に戻っているような状態だ。これから男女共同参画を進めていくのに，小さいときから男性の方が先だという状態があるのはどうなのか。
校長先生のやり方があると思うが，自然に子どもが男の子が優位だと思ってしまう。
○　この内容は先ほど事務局から説明のあったことに対する意見から一歩進んだものになっていると思うので，議事の３番目の第３次基本計画に盛り込むべき事項についてもあわせて審議したい。
○　現実にはバックしていて試みが定着していないのではないか。
○　これはこの計画の中で言えば「人づくり」の部分に入ってくるのだろうと思う。これは特に重要で，十分男女共同参画の啓発が行き届いていないということになるのではないかと思う。当然一般的にはあいうえお順のように混合名簿にしているのが普通だが，それは逆行している。
○　小学校，幼稚園や保育所にそのような実態があるということを知っておいていただきたい。その辺りから男女共同参画の啓発を進めていかないと，固定的なものが植え付けられてしまうのではないかと思う。私は学校の式には必ず出席するが，「なんでこんなんだろう。」と思う。よそではどうなっているのか。
○　もし，そういうことがあるのなら，第３次計画の中で，そのような啓発についていれてほしい。

○　事務局にお尋ねする。このことに関して具体的な指標を出したことがあるか。また,現状が本当にどうなのか，ということを調べていただく必要があると思う。
（事務局回答）
●　現在の県の計画では，具体的な指標はない。
　　どこまでできるか分からないが，教育委員会等に照会して調べてみたい。

（委員）
○　資料４－１に「これまでの取組に対する意見，今後必要と考えられる取組」を記入する，ということがあるが，「主な事業等」で例えば「助成金の支給」であるとか「女性用の仮眠室の設置」ということなら分かるが，「キャリアアップセミナーの開催」であるとか，「わーくわくネットひろしまの運営」とか記載してあっても，自分自身が接したことがないので，具体的にどういうことがされているのか分からない。今実際に実施されている事業と自分の問題意識との隙間がまだ把握できていない状況で，意見をまとめるのには時間が足りない。
○　年次報告の22ページに，「性犯罪相談１１０番」の受理件数というのがある。これは女性警察官が電話相談に応じるものだと思うが，性犯罪被害に実際に遭って，刑事手続的にはきちんと処理がされているのだけれども，被害に遭った女性の心理的なサポートをする機関がないことがある。被害者の女性に対して，具体的に助けるために手を差し伸べることはできないのだけれども，どうにかしてあげたいという気持ちは持っているが，弁護士も家庭裁判所の調査官や裁判所も被害に遭った後の心理的サポートまで踏み込めないという実態がある。刑事手続として受理するという制度はできているのだけれども，実際に被害に遭った女性の心理的なサポートを，うまく連携させて回せるような制度があればと思うので，御検討いただきたい。
また，最近インターネットや携帯サイトを通して被害に遭っているケースが多い。そういう女性は家庭の中でも疎外感があり，実際に被害に遭ったとしても親にもその話ができなかったり,親御さんも子どもさんのことに余り関心を持たなかったりする。本人としても被害に遭って警察には言ったけれども，精神的に傷ついて，本来なら身近な親がサポートするが，連携がうまくいかず，そのまま連絡がとれなくなってしまったというケースもある。問題を提起するだけで具体的な施策は思いつかないが，そういったサポート体制を作ってほしいと思う。
○　それは，例えば相談するシステムが必要だということなのか，そういうケアをしなければいけないということを条例の中で書いた方がいいということなのか。
○　自分の実感では，例えばＤＶの被害者に対して，弁護士会ではＤＶ対策ができる弁護士のリストを作っているが，同じように心理的サポートのできる精神科医とか診療内科医のリストを作るとか，それに準じてケアの必要な方に紹介するとか，そういうところから手がかりがないかなと思う。
○　そういう心の問題に対しては，各行政の窓口では男女共同参画とか人権に配慮されているので，そういう窓口がそういうデータを持っているということであれば，対応はできるかなという感じはするが。
○　現実として，このところ少しずつでも相談窓口ができてきて，機能しているというのは確か。そして，その名簿もあり，相談窓口もリストアップされ，広島県でしたら西部子ども家庭センター等々の紹介もしてあるし，そこそこの機能はしているとは思うし，広島市もＤＶの窓口があるが,果たしてそういう窓口が十分機能しているかということ。
○　紹介をしただけでは，被害者が本当に自主的にそこに相談するのかどうか。自分にそういったケアが必要であるかということを認識しているかといえば，そうでもないと思う。そのケアがきちんとされているかということを確認する手立てがない。
○　性犯罪やＤＶに関しては，これで十分「安心づくり」になっているのかとか，尊重されるようになっているのかということを優先的に今回も見ていかなければいけないのかなと思う。２次計画でもそれは優先的に入れられているけれども。
○　東広島市で，ＤＶ相談の窓口の「ネットワーク虹」というＮＰＯが民間で活動していたが，
１０年続いていたのにやめた。わたしたちも応援していたが，やはり資金繰りにすごく困って，やめてしまった。そういう実態を知って，この審議会では盛り込んでいくようにしたい。行政が十分に対応できにくい部分について，民間の活動を応援しないといけない。私も電話相談を受けているのだが，こういうケースがあった。自分は小さいときに，お母さんが連れてきた夫に暴力をふるわれ，そのことがトラウマになり，自分の子どもを見ると思い出して子どもを虐待してしまうという内容だった。やはり女性に対する暴力は精神的にも非常に影響が大きく，さきほどの話を聞いて，心理的なサポートが重要だと思ったところだ。とにかく，民間でそのようなサポートをしていた団体がやめてしまったということは，知っておいてもらいたいと思う。
○　各市町の方で，そういう相談窓口をつくっていくということを第３次計画に盛り込んではどうか。というのは，さきほど年次報告の22ページの数字があったが，こういった相談は必要であるし，市町，行政としてこういったものを受け入れるシステムを作ることが大事なことだと思う。もちろん民間の活動も大事だと思うが，そういうことも含めて対応していくことが，行政としては大事なことだと思う。 
○　その手立てをこれから考えていくということで，今日はいろいろな疑問点を出し合うということにしたい。この計画を考えるときに，一人の女性が被害にあったとして，具体的にどういう対応が必要なのかということをイメージして，本当にきちんとしたサポートのしくみになっているのかということを考えていく私たちの姿勢が大事なのかなと思う。それともう一つは，「ネットワーク虹」が閉鎖されたことについて，これは自分も活動の方々を存じ上げていて胸につまるものもあるが，利用者側にとっては，こういうサポートを受けるためのコスト・費用の問題がある。このあたりも現実にどうなのかということも考えたい。弁護士は法テラスを作っているけれども，ここもまた結局は経済的な負担があるということで，こういう点も含めて考えないといけない。その中で行政としてどういうことができるかということ。
○　市町の場合，さきほど「虹」の話もあったが，やはりＤＶは児童虐待と関係する場合も多いのだが，児童虐待であれば，県の方にしっかりとした機関があるので，市町の担当としてもしっかりと連携をとって問題を解決することができるが，自分もこのＤＶの担当だったこともあるが，やはり警察との連携というか，担当としての知識というものもあるのだが，事案が生死に関わるものもあるので，行政の垣根を越えて，警察との連携によるものをつくっていかないといけないのではないかと思う。行政の担当の知識で相談を受けても，解決しないものがたくさんあるので，そういうシステムがあれば，市町の担当としてももっと取り組んでいけるのかなと思う。ただ，窓口を作っただけでは，何も解決しないのではないかと思う。警察と一体的に連携するシステムがあれば動きやすいのかなという感じがしている。
○　情報の交換をして素早く対応できるということが必要だと思う。
○　ＤＶを担当している弁護士の話では，ＤＶの相談員をしている方は優秀な方がたくさんいるのだが，人数が大変少ない。その方のスキルによっている部分が大きく，その方がいなくなってしまったら，同じようなスキルを持っている方を確保できるのかどうかという危機感を非常に持っている。もう少し人数に余裕を持たせて，その方が持っている情報やスキルを共有することでできるようなシステムにしていった方が，今後のためにもいいのではないかという意見が出ていた。
限られた人になっているので，もし万が一働けなくなった場合すぐに対応できるように。
○　そういう方たちをサポートするためにも，広がりが必要。
この女性に対する暴力の問題，性犯罪やＤＶの問題，それから児童虐待の問題についてはもっと重点的に考えるべき項目であろうということでよいか。

○　資料４－１の４ページに，民間シェルターのことが記載してあるが，県内には民間シェルターは何施設くらいあるか。
（事務局回答）
●　数は把握していないが，さきほど話のあった「虹」以外では「ホッとるーむふくやま」というのがある。また，県の施設としては，子ども家庭センターで短期ではあるが，受け入れるようになっている。

（委員）
○　こういうところが，もっと増えてくれたらいいと思う。

○　資料４－１で民間シェルターなどへの一時保護委託の実施状況があるが，平成20年度に比べて21年度の保護人員がかなり減少している。これは，ＤＶへの取組が十分進んだ結果と理解してよいのか。また，女性安全ステーションというのができているが，実は私も知らなかったのだが，ＤＶ被害者の方に紹介するときに，福山の場合だったらイコール福山での相談を紹介するのかと思っていたが，そちらの方へ行ったら警察の方もあるというふうに聞いて，この周知方法と，この使い分けがよく分からないので，そういうところを分かりやすくしていただきたいということがある。それともちろん行けばどうなっているのかということも，知りたい。
（事務局回答）
●　保護人員の減少の原因についての分析結果については，把握していない。

（委員）
○　対象者が減ったのではなくて，保護施設が減ったということがあるのかもしれない。

○　広島の人は，近くにいたら見つかりやすいので，島根や鳥取にいくこともあるようだし，逆もあるようだ。
（事務局回答）
●　できる範囲で，調べてみたい。

（委員）
○　利用できるシェルターというのは，どのくらい存在するのか。
ここだけではなくて，広島県とか中国地方とかも。

○　もう１つお願いしたいのは，都道府県によってシェルターの利用にかかるコストについて，補助の仕方等々が違うと思う。この近隣と広島県の私立のシェルターに入られたときに措置費や食費等々がどうなっているのか，調べていただきたいと思う。
○　以前，舟入にあった，母子福祉センターは県が廃止したが，ああいうものは残しておくべきだった。女性たちが一時あそこで寝起きをして，就業したりしていた。
○　一緒に考えていただきたいことがある。シェルターも必要なのだが，女性たちが自立していくときに，どんな支援が効果的なのか。民間のアパート，あるいは公立のアパートに入るための補助が有効なのか，限られた社会資本なので，どんな風に使っていくのが有効なのかということを含めて考えていくことが大事かなと思う。また，ずっと長期に囲い込むという施設よりは，社会に出て行くというシステムを考えた方がいいように思うので，それらを含めて考えてみたいと思う。
○　条例が制定されて10年がたつが，県内に23市町あるうち私の住む町では条例を制定していない。条例が制定されるよう頑張るので，県が指導してほしいと思う。市町に住む男女のために条例が必要なのであって，私の町では行動計画はあるのだが，条例はない。それは第３次計画にきちんとあげてもらって，これから５年後には，全部にあるという方向にもっていくように入れてもらいたい。
○　策定状況は，どこか資料編に出ているのか。

（事務局回答）
●　年次報告の61ページに，条例と基本計画の策定状況が出ている。条例は今三原市が制定作業をしているが，基本計画の方はこれに世羅町が今年の３月末策定したので，今19市町である。あと，計画策定予定が２町，予定なしというのが２町ある。
○　各市町の女性の議員が少ないこともあるかもしれない。
○　これは首長が関心を持っているというのが一番ありがたい。そういう方が号令をかけてやるのが一番いいが，なかなかそれを期待するのが難しい。小さなところでも，声をかけてやっているところはあるので，自治体の規模は関係なくて，できれば県の方で指導してもらうような，そういうシステムをとってもらう方が，ありがたいかなという感じはする。
そうすれば，有無を言わずやらざるを得ないということで，取り組んでいただくようにするというのが，一番ありがたい。できれば宣言都市のような形でやってもらうのがもっとありがたいと思う。そのために当方としても公民館を回ったりとかということもあるが，地域によって温度差はあるが，それでも回るのだが，いずれにしても積極的に取り組んでもらうのは，行政としての首長さんなので，できれば県の方で積極的に指導していただきたい。
○　地方分権とのからみで，県がどのようにどこまで動くのが効果的かということはあるが，基本的な条例なり計画の策定ということについては，県の支援は重要だと思う。
○　最近，牛窪恵さんという方が書いた「女の決めどき」という本を読んだ。男女共同参画に関する資料等に基づいて，具体的に今から就職・結婚・出産していく女性がどのようにキャリア計画をたてていけばいいのかという視点で書かれている。私も非常に目からウロコだったのだが，仕事で女性から離婚の相談を受けると，相談者は結婚して出産して子どもを育てるという生き方ができるものだと思っていたのに，離婚という事態に遭遇して自分はもうどうしていいのか分からない，ということで，そこから「うつ」になったり仕事をすることができなくなってしまったりということがある。やはり早い段階，高校生ぐらいから就職はどうするのか，結婚・出産はどうするのか，そしてもし離婚してしたらどうするのかということを一度考える機会が必要なのではないかと思う。そうすれば，将来そういった問題に遭遇したとしても，ダメージが少なくてすんで，次の新しい自分の人生を築きやすいのではないかと思う。キャリア教育もいわゆる仕事だけではなくて，家庭生活のことも考えさせる内容も入れることで，少しでも先を見通した教育をした方がいいのではないかと思う。
○　キャリアコンサルタントという職業についていて，そういった女性の就業の相談であるとか，県立高校のキャリア教育のところも関わったが，現状はまだまだだろうというふうに思った。また，資料を見ると，学校における就業体験というのは100％ではなかったと思う。もっと進めた方がいいと思うということと，さきほど言われたように，女性は結婚や出産などライフスタイルが転換するということを視野に入れた教育ということがなく，学校を卒業したら就職のことだけ，結婚したら結婚のことだけ，出産したら子育てのことだけしか考えられなくて，総合的な人生全体についてのキャリアというものが養われていないのが，生き方のところでとまどう大きな原因だと思う。相談を受けていて，いつもそう思う。
○　男性側から言うと，子育ては女性の仕事だと思い込んでいる男性が多い。この意識をどう変えていくのか，つまり子育ても仕事の一つであるということ，自分たちがお金を稼いでくることと同じだけの価値があるのだということを知らない男性が圧倒的に多い。このあたりをどう変えていくのか，ということがこのキャリア教育では大事だと思う。やはり小さいころから，いろいろな役割を男性の仕事，女性の仕事と固定的にとらわれないように，両方ともできることなのですよということをしっかり教えるような教育が，小学生の時から大事だと思う。統計資料では，学校の中では大学もそうだが，男女は比較的平等である。しかし一旦外へ出ると，とたんに男性優位になってしまう。非常にとまどいがある。だから，そういう教育をどのようにしていくのかということがこれから課題になっていくと思う。いずれにしてもキャリア教育が大事であると思う。
（会長）
○　本日資料７というのを準備していただいた。事務局に説明をお願いする。
　　○　事務局から資料７について説明

（会長）
○　今説明があった中で，国の計画の第３分野の「男性，子どもにとっての男女共同参画」だが，
ここに関するものはたくさん意見の中で出てくるので，どんな項目立てにするかは別にして，ここのところを対応できるような計画にしないといけないのではないかと思う。
○　第２次計画までは，ここにあったように，「環境づくり」「人づくり」「安心づくり」という三つの柱で策定している。これが広島県の特徴にもなっており，この三つの柱に整理することで分かりやすくなっているともいえるかと思うが，この枠組みについてどういう意見があるか。この形で次の計画も進めるということも含めてどうか。
検討や議論の進め方として，大きな枠をつくって入れ込んでいくのか，本当は下から組み立てるのだろうが，実はこの計画の最初の策定のときはいろいろな意見を集約して，組み立てていくというプロセスで策定した。枠組みができている場合は，項目が枠組みに合っているのか，という作業になるかと思う。もし，議論をしていく中で，どうもこの項目が三つの柱に合っていないということがあれば，その時点で検討するということで，よろしいか。
（委員）

（異議なし）
（会長）
○　では，広島県の計画としてはこの三つの柱で進めていくことにする。

ほかに，計画に関して意見はあるか。

（委員）

○　農業分野だが，農業委員などは女性の割合がとても低い。これは全国的な傾向で広島県も同様に低いのだが，こういったことにも数値目標を持った方がいいと思う。

○　枠組みに関しては，これで大体課題は網羅されていると思う。さきほどからの議論を聞いていて，働く場ということになるけれども，男性にしても女性にしても個々の能力開発と，もちろん個人の努力ということも大事である。企業としては，女性が働きやすい職場づくりということで，今，一般事業主行動計画というのがあるが，平成22年度から101～300人の間の規模の企業にも策定が義務づけられて，国や県の支援を受けて実施される。第３次の計画の中では100人以下の策定の手助けということを入れてもらいたいと思う。特に小さい事業所であればそういった制度自体を充実しておかないと，なかなかいい人材がこないということで人材確保という意味からも必要だと思う。あともう一つ常に思っているのが，均等法があることによって，女性を対象にした勉強会ができないというか，女性の管理職登用のための講座はできると思うが，単なるステップアップのための勉強会は，女性のみを対象にしたものはできないのではないかと思う。経営者協会のような団体がするのは問題がないということだが，女性を派遣する企業が実施してはいけないということなので，そういう部分は少し緩やかにしていただきたいと思う。経営者協会としてもほかの団体としてもそういった勉強会を実施したいと思っているが，ネックになっているので，そういう部分を盛り込めたらいいと思う。また，２次に関してはいろいろ取り組まれて，成果を上げていると思う。
○　国の中間整理で，男性への取組のことがあった。特に今父子家庭も多くなっており，法律が変わって父子家庭にも援助が出るようにもなったので，その辺を入れてもらいたいということがひとつと，地域ではまだまだ男性優位で，たとえば自治会の会長なども男性がほとんど。女性は手伝いはするが。男女共同参画をすすめる会ではそれに関する要望書も出しているが，このたび国が男性への取組ということを出しているのはいいと思うので，県の方にもそれを入れてもらいたいと思う。
○　自分も国の公聴会に出席して，福島前大臣がずっと在席していたのに触発されたのかもしれないが，大変議論が活発だったことが印象的でだった。ある方から「今度の計画を見ると，国民目線に降りてきて，生活に則して分かりやすくなってきたような気がする。」という発言があったと思う。さきほどの指摘も，国の方の中間整理を見ますと，女性の能力発揮促進のための支援があるし，それからＭ字カーブ問題の解消については，背景があるのだが，女性の現実に目を向けた取組が必要であると思う。私どもも，十分よい流れは引き継ぎたいと思う。新しく問いかけられたこととして，さきほど外国人の問題とか，貧困の問題とかがあげられているという説明もあったし，女性の進路，キャリア教育については中間整理に理工系分野の選択促進ということがあった。大いに参考にしながら，県の計画に入れるべきものは入れていきたいと思う。

○　地域における男女共同参画推進ということで，地域の実態を見ると，会合があってもほとんど男性で，女性がきたらどうしたのかという感じで見られる。そして何か共同で作業をすれば，重労働の作業だからということもあるだろうが，地域によっては女性が出る場合は，いくらかお金を出すという実態もある。これは地域の課題ということなのだが，こういった意識を変えていくというのは非常に難しい問題である。講演会や広報などの啓発事業はやっているが，なかなか浸透するのが難しいという実態がある。そこら辺を，県のレベルでどう盛り込むか。本当に地域の意識が変わるような取組ができないかなと。こういうのがいいというのがなかなか言えないのだが，ずっと課題として持っているので，そういうのがないかなと思う。
○　逆に若い世代だと，夫は地域の自治会の会合とか付き合いとか町内清掃には参加せず，全部お前がいけと言われてしまう。回覧板を回してくれと言ってもほったらかしで，近所にも迷惑がかかる。こんな人とは一緒に生活していけないということで，こういうことが離婚の原因になってしまう。若い男性はコミュニケーション能力が低い方が多くて，そのことが夫婦間のコミュニケーションや隣近所とのコミュニケーションに支障を来たしてしまうこともある。
○　やはり，バックグラウンドと言うか，小さいころから積み重なったものが社会の中で容認されているところで，強固なものがある。それは，その人の幸せには決してつながっていかない。
○　男女共同参画について世代間，高齢者層と若年層では違った様相を見せている。

○　高齢者も同様かもしれない。実際に動いているのは女性で，会長職とかになると突然男性が並んでしまうということ。

○　幹部の人が男性ばかりなので，結局実態が分からず理想論になってしまう。

○　地域におけるいろいろな役職があるが，そういうものも先ほどの農業委員ではないが，数値目標ということで，できればフィフティー・フィフティーがありがたいが，女性の役職者を増やしていくことが大事ではないかと思う。数値目標に到達するのはなかなか難しいが，それが目標になって皆様の意識を変えていくのに非常に効果があるのではないかと思う。男性の意識を変えていくのは，単なる１回の啓発事業を実施するというだけではなかなか難しいいと思うので，何回も継続的にやっていく必要があると思う。
○　今，男性の意識とおっしゃったが，女性の意識としても，何日か前に専業主婦をしたいという若い女性の割合が増えてきているという調査結果が出ていた。Ｍ字カーブ問題の解消に向けて進めているということもあって，何が欠けているのかなということを皆さんと考えていけたらいいと思う。
○　私は，あの発表を見て逆の解釈をした。若い人たちが家事労働の価値を認めて，専業主婦も働く主婦だという考えになってきたのかなと思った。

○　現状としては，女性が正規職員として働くのには働きにくいし，不景気ということもあって，働こうと思えば非正規なので嫌な思いをすることが現実として見えている。その現実を変えていかなくてはいけないので，私はＭ字カーブ問題とあわせて，１回育児で主婦に専念しても，今までの能力と育児の能力をあわせて評価してもらい，うまく採用してもらえるしくみの方も，未来が見えるようなしくみというか具体的な施策も平行して入れていけたらいいと思った。
○　私たちは行政に案を出す立場だが，課題の解決にはある程度積極的な措置が必要だと思う。措置の結果として公平，平等を目指すようなポジティブ・アクション，積極的な措置というのは何なのかということ。地方の団体だったら，女性の役職の比率をこのようにしなさい，さもなくばというような何か。国の中間整理でもポジティブ・アクションということがある。
本日第２次計画のこの三つの柱で第３次計画を考えていこうということだが，ただしそのときには，現実として今までやってきて何がだめだったのか，どこでそれができなくなっているのかということを考えながら効果的なものを考えていきたいと思う。そういうことで，部会の皆様には頑張っていただくが，本来は全員の議論があるべきだとは思うので，部会以外の委員の皆様も事務局の方へいつでも意見を寄せていただけたらと思う。どうぞよろしくお願いする。
（事務局）

●　今年度はこの後，全体会議を2回，部会を2回程度，予定している。御多忙中，大変恐縮ではあるが，引き続き第3次計画策定に向けてお力添えいただきたい。

７　会議資料

　＜説明資料＞

　　資料１　　「広島県男女共同参画基本計画（第３次）」の策定について　　　　　

　　資料２　　「広島県男女共同参画基本計画（第３次）」に盛り込むべき事項に

　　　　　 　関する県民の意見募集について　　　　　　　　 　　　  

　　資料３　　広島県男女共同参画基本計画（第２次）概要版
　　資料４-１ 「広島県男女共同参画基本計画（第２次）」で実施した主な事業　　　 

　　資料４-２ 広島県男女共同参画基本計画（第２次）行動目標フォローアップ一覧　　　　　　　　　　　　　

　　資料４-３ 県の男女共同参画の現状

　　資料５　　平成21（2009）年版広島県の男女共同参画に関する年次報告
　　資料６　　国の第３次男女共同参画基本計画策定に向けて（中間整理）

　　資料７　　国の第３次男女共同参画基本計画策定に向けて（中間整理）・広島県

男女共同参画基本計画（第２次）の比較

＜参考資料＞

・　広島県男女共同参画推進条例

・　広島県男女共同参画審議会規則

・　広島県男女共同参画基本計画（第２次）

・　みんなで築く男女共同参画社会

・　広島県政世論調査（平成20年度）＜抜粋＞

· 男女共同参画社会の実現を目指して（内閣府男女共同参画局）

· 国の第３次男女共同参画基本計画策定に当たっての基本的な考え方（案）
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